
冬から春にかけ花を咲かせます。花持ちが良く、長い期間、綺
麗な花を観賞することができます。

日当たりが良く雨の当たらない場所で育てます。強い直射日光
に当たると葉が焼けてしまうことがありますので、真夏は直射
日光を避けた明るい日陰で育てます。また、高温多湿時期は蒸
れないように風通しにも気を使いましょう。

葉が多肉質で中にたっぷり水が詰まっているため乾燥には大変
強い植物です。根が細く根ぐされを起こしやすいので、水のや
りすぎには気を付けましょう。

寒さに弱いので、屋外で育てている場合、
冬は室内に取り込みます。
過湿に弱いので、水をやりすぎないようにしましょう。

￥

開花方法「豆知識」

9～1 月頃に、夕方の 5 時頃から翌朝の７
時頃までダンボールなどをかぶせて意図的
に日照を調整し、短日の状態を作ります。
この作業は、つぼみが確認できるまで毎日
繰り返し行います。目安としては 100～
120日間ほどになります。

日常の手入れ

日当たり・置き場所

水やり・肥料

短日処理

来年も咲きます！


